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一般質問

12人の議員、町政を問う
委員会活動

常任委員会・特別委員会で先進地を視察・研修
議会活動

まちびとインタビュー

福井県あわら市議会・宮城県色麻町議会が来庁

12ページ

19 ページ

22 ページ

議会にあなたの声を24 ページ

審議結果

24の議案等を可決・同意・採択4ページ

決算審査

令和５年度予算はこのように使われた2ページ

特定非営利活動法人いろどり

特定非営利活動法人いろどり　理事長　小松澤 史江さん特定非営利活動法人いろどり　理事長　小松澤 史江さん

障害者の通所施設（就労継続支援B型、生活介護、
日中一時支援）にお邪魔しました。
表紙の写真は『さをり織り』と呼ばれ、木製織機
を使い、どなたでも手軽に取り組めます。

議会にあなたの声を議会にあなたの声を
まちびとインタビューまちびとインタビュー

あみ
議会だより
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歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 19,218,476,720 18,484,827,323 733,649,397

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 5,396,435,288 4,661,847,928 734,587,360
介 護 保 険 3,803,762,259 3,732,957,451 70,804,808
後期高齢者医療 1,169,180,530 1,166,824,405 2,356,125

小　計 10,369,378,077 9,561,629,784 807,748,293
合　計 29,587,854,797 28,046,457,107 1,541,397,690

水道事業会計 収入 支出 差引額
収益的 1,295,645,462 1,115,996,062 179,649,400
資本的 232,730,730 579,426,838 -346,696,108

下水道事業会計 収入 支出 差引額
収益的 1,778,429,106 1,536,515,470 241,913,636
資本的 640,792,642 1,033,319,377 -392,526,735

※�水道及び下水道事業会計で、資本的収入及び支出における収入の不足額は、損益
勘定留保資金、未処分利益剰余金等で補てんしました。

　令和５年度一般会計の決
算額は、歳入総額192億
1,847万 6千円（前年度比
-3.4％）、歳出総額184 億
8,482 万 8千円（前年度比
+0.1％）となった。

　主な要因は、歳入は非課
税世帯等臨時特別給付金事
業費補助金（物価高騰緊急
支援分含む）の皆減など、歳
出は物価高騰重点支援事業

（低所得世帯追加分・住民
税均等割のみ課税分含む）
の増などによる。

町税
87億692万円

国庫支出金
30億3,727万円

町債
7億650万円

その他の自主財源
24億2,634万円

その他の依存財源
17億7,441万円

県支出金
13億5,977万円

地方交付税
12億726万円

歳入
一般会計

192億
1,848万円

総務費
17億9476万円

民生費
73億1564万円

教育費
24億9126万円

土木費
18億5541万円

衛生費
15億1163万円

公債費
16億3482万円

消防費
7億759万円

歳出
一般会計

184億
8,483万円

商工費
4億765万円

農林水産業費 3億1985万円 諸支出金 3億321万円
議会費 1億4301万円使

い
道
は
３
ペ
ー
ジ

令和６年６月の第２回定例会において、令和７年度末まで
を任期とする予算決算特別委員会を設置し、当初予算、決
算及び事務事業を一体的に審査・調査している。今年度は、
特別委員会の設置が６月になったこ
とを踏まえつつ、阿見町議会に適し
た政策形成サイクルを模索し、９月
定例会における決算審査を起点とし
て、令和６年度事業に対する事務事
業調査を行い、３月定例会における
予算審議に活用することを目的とし
た形とした。今後、特別委員会とし
ての調査対象事業を選定するため協
議を行っていく。

●�前年度に指摘した不用額は、必要な減額補正の随時実施といった一定の改善が見られた
●�急激な円安の影響により、物価高騰が著しい状況であり、経済活動の物理的な制限は緩和されたものの、国民の個人消
費の落ち込みは続くものと思われる
●�本町では、新たな商業店舗の開発が進み、人口の増加がさらに進むなど、周辺地域と比較して経済活動が活発であった
と言える
●�単独での市制施行の可能性も高まり、今後一層の発展が見込まれる一方、新規事業の追加や、これに伴う人件費増加等、
財政への圧迫も懸念される状況でもある� 監査委員：佐藤　修一・栗田　敏昌

予算決算特別委員会

委員会開催時の様子

令和６年度・７年度 阿見町議会・政策形成サイクル

R5
決決算算
審審査査

定定
例例
会会
ベベ
ーー
スス
のの

ササ
イイ
クク
ルル

審
査
内
容
に
応
じ
て
調
査
対
象
事
業
の
協
議

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 1100月月 1111月月 1122月月 １１月月 ２２月月 ３３月月

R7予予算算
執執行行

にに対対すするる
決決議議

決決
算算
審審
査査
・・予予
算算
審審
議議
のの
結結
果果
をを
受受
けけ
たた

委委
員員
会会
活活
動動
のの
ササ
イイ
クク
ルル

・・委委員員会会
のの設設置置

・・決決算算審審
議議方方針針のの
協協議議

定定例例
会会

Ｒ
６
事
務
事
業
調
査
対
象
事
業
の
選
定
・決
定

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 1100月月 1111月月 1122月月 １１月月 ２２月月 ３３月月
定定例例
会会

定定例例
会会

定定例例
会会

R6
決決算算
審審査査

R8
予予算算
審審議議

定定例例
会会

定定例例
会会

定定例例
会会

定定例例
会会

R6年度 R7年度

R7
予予算算
審審議議

R6事務事業を調査・評価 R6調調査査・・評評価価結結果果をを活活用用

審
査
内
容
に
応
じ
て
調
査
対
象
事
業
の
協
議

Ｒ
７
事
務
事
業
調
査
対
象
事
業
の
選
定
・決
定

R7事務事業を調査・評価

※※

以以
降降
繰繰
返返
しし

R7
予算
審議
に

反映

R8
予算
審議
に

反映

R8予予算算
執執行行

にに対対すするる
決決議議

Ｒ
７
事
務
事
業
調
査
で
決
議
の
実
施
状
況
を
確
認

令和５年度予算は
このように使われた 決算審査
※予算決算特別委員会で審査された事業を中心に取り上げました。

設置した防犯カメラ

17億9,476万円

▪  二所ノ関部屋連携推進事業
を実施

▪  防犯カメラ・防犯灯を設置
▪  特定空家等の解体委託で 

1件を除去
など

総務費

ちびっこ相撲大会

24億9,126万円

▪  学校運営のICT環境を整え
るためICT支援員を配置

▪  放課後児童クラブ・放課後
子ども教室を実施

▪  相撲体験教室・ちびっこ相
撲大会を実施

など

教育費

フレイル予防教室

15億1,163万円

▪  予防接種健康被害救済の
ため医療費・医療手当を給
付

▪  フレイル予防教室を実施
▪  不法投棄パトロールを実施

など

衛生費

まい・あみ・まつり

4億765万円

▪  4年ぶりのまい・あみ・まつり
開催を支援

▪  プレミアム付商品券を発行
▪  ふるさと納税制度の積極的

な活用
など

商工費

二区保育所のプール

73億1,564万円

▪  エアコンのない高齢者世帯
に購入設置費用を補助

▪  第３子以降出産祝金を支給
▪  二区保育所のプールを改修

など

民生費

舗装修繕後の町道

18億5,541万円

▪  牛久阿見IC周辺地区の土
地区画整理事業推進を支援

▪  計画的な道路修繕のため
舗装補修工事を実施

▪  原油価格高騰対策のため町
内公共交通事業者等を支援

など

土木費

新しくなった普通自動車免
許対応の第 12 分団車両

7億759万円

▪  稲敷地方広域市町村圏事
務組合に消防費分賦金を
納付

▪  消防団員の活動服を購入
▪  第12分団消防ポンプ自動

車を購入
など

消防費

阿見町産米による地酒

3億1,985万円

▪  新規就農者に経営開始資
金等を交付

▪  茨城大学・東京農業大学と
の連携事業で地酒特産品
開発等の各種研究を委託

▪  石川地区で農地の地域集
積協力金を交付 など

農林水産費

（単位：円）
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阿見町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定について（全部改正） ※3 P6 参照

根拠法令の名称変更にあわせて条例の名称を変更するとともに、法改正の趣旨にあわせて行政手続きオンライン化の推進に必
要な事項を加えるもの

阿見町国民健康保険条例の一部改正について ※4 P7 参照

マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い、国民健康保険の保険証（被保険者証）の発行が行われなくなることから、
その返還も行われなくなるため、罰則から保険証の返還についての規定を削除するもの

阿見町と茨城県信用保証協会との損失補償契約に基づく回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部改
正について
法改正に伴い、引用する法律の条番号を適切なものに改めるもの

令和6年度阿見町一般会計補正予算（第3号） ※5 P6・7 参照

4億 1,280 万 6千円増額
【主な歳入】固定資産税、児童手当国庫負担金、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業費補助金の増、普通交付税の減
【主な歳出】児童手当、新型コロナウイルスワクチン接種委託料、農業用水管の漏水補修工事請負費、阿見第二小学校トイレ
改修工事請負費の増

令和6年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算
192 万 1千円増額（保険証・マイナンバーカード一体化に伴う電算システム改修委託料等）

令和6年度阿見町介護保険特別会計補正予算
38 万円増額（郵便料金改定に伴う郵便料等）

令和6年度阿見町水道事業会計補正予算
収益的支出を5千円増額（職員給与関係経費）

令和6年度阿見町下水道事業会計補正予算
収益的収支を751万 3千円増額（職員給与関係経費）、資本的収支を4万円増額（職員給与関係経費）

令和5年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について
令和 5年度一般会計歳入歳出の決算の認定を求めるもの

令和5年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和 5年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの

令和5年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和 5年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの

令和5年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
令和 5年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの

令和5年度阿見町水道事業会計決算認定について
令和 5年度水道事業会計決算の認定を求めるもの

令和5年度阿見町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について
令和 5年度下水道事業会計利益の処分及び決算の認定を求めるもの

町道路線の廃止について
荒川本郷地内で、開発行為により町道路線の付け替えをするため、不要となった路線を廃止するもの

町道路線の認定について ※6 P8 参照

荒川本郷・うずら野・本郷・阿見・青宿地内で、開発行為により新設された路線を町道として認定するもの。また、国道 125
号の一部について茨城県からの移管を受け町道として認定するもの

阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
令和 6年 9月30日で任期満了となる委員について、新たな委員の任命について議会の同意を求めるもの

色がついている議案は、質疑または討論を掲載している議案です。

■全議員が賛成した議案等
専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて） ※1 P4 参照

公用車を運転する町職員が前方不注意により相手方車両に追突した事故について損害賠償の額を定めるために行った専決
処分の承認を求めるもの

令和6年度阿見町一般会計補正予算（第2号）
3 億 8,054 万円増額
【主な歳入】物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増
【主な歳出】調整給付金（税額が定額減税額より低いと見込まれる方への差額支給）の増

防安交第1-1号都市計画道路寺子・飯倉線交差点改良舗装工事請負契約について ※2 P4 参照

都市計画道路寺子・飯倉線の交差点改良舗装工事を行うもの。契約金額 1億 2,302 万 4千円（予定価格 5,000 万円以上
の工事請負契約は議会の議決が必要）

■賛否が分かれた議案等
今臨時会ではありませんでした。

令和 6 年第 4 回臨時会

令和 6 年 7 月 16 日

令和 6 年第 3 回定例会

令和 6 年 9 月 10 日初日 ～ 10 月 1 日最終日

専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）

問 �公用車による事故とのことだが、事故状況の詳細は。
答��職員 1人が出張のため国道 6号を水戸方面に走行していたところ、飛び出してきた小動物を避けよう
として気を取られ、相手方の車が徐行・停止していることに気が付くのが遅れて追突したもの。

問 �相手方の車の損害賠償は保険で支払われるが、損傷した公用車の修理費用の支払いはどうするのか。
答��町で加入している任意保険の車両保険で対応する。

令和6年第4回臨時会 本会議 ※1

防安交第１－１号都市計画道路寺子・飯倉線交差点改良舗装工事請負契約について

問 �工事期間中の安全対策はどのように取り組んでいくのか。
答��昼間は交通誘導員を配置し、夜間は点灯式の立入り防止機材などを設置して、安全対策を講じる予定。

問 �交差点に信号機は設置するのか。
答��県警に要望したが、設置は難しいとの回答だった。安全対策として、一時停止の線の設置、交差点の手
前に「交差点あり」の看板を設置するよう指導されている。そのほか、一時停止線や交差点の中心に埋
込み式の光る表示灯を設置し、交差点の注意喚起などを行う予定。

令和6年第4回臨時会 本会議 ※2

■全議員が賛成した議案等

初日

▲

最終日

▲

▲
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阿見町国民健康保険条例の一部改正
令和６年第３回定例会 民生教育常任委員会 ※4

問 �国においてはマイナ保険証を推進しており、保険証の有効期限が切れた場合、資格証明書が交付される
ということだが、自動的に交付されるのか。

答��来年 7月中には、マイナンバーカードを持っていない方と、マイナンバーカードと保険証を紐付けさ
れていない方全員に、職権で役場から送付予定となっている。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和 6年 12月31日で任期満了となる委員について、新たな委員の推薦について議会の同意を求めるもの

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和 6年 12月31日で任期満了となる委員の再推薦について議会の同意を求めるもの

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願 ※7 P9 参照

中学校での35人学級の実施、学校の働き方改革・長時間労働是正のための教職員定数改善、教育の機会均等と水準の維持向
上を図るための義務教育費国庫負担制度の堅持を実現する政府予算編成を行うことを求める意見書を国へ提出することの請願

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書
中学校での35人学級の実施、教職員定数改善の推進、義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書を国に提出するもの

阿見町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定（全部改正）
令和６年第３回定例会 総務常任委員会 ※3

問 �電子情報処理組織による申請等への変更で、どのような手続きの利便性が向上するのか。
答��いばらき電子申請届出サービスやぴったりサービスで電子申請が可能。マイナンバー制度を電子申請に
活用する規定を整備し、将来的に「来ない窓口」などのフロントヤード改革を検討している。

問 �対面による本人確認や原本確認ができない場合、どのような事例が想定されるか。
答��国の申請では、生活保護申請や障害者自立支援など、電子化に適さない申請があるとされている。将来
的な拡大を見据え、全国
的に同様の規定を整備し
ている。

問 �マイナンバーカード活用
のメリットや電子申請方
法の周知をどのように行
うのか。

答��保育所入所事務などで、
ぴったりサービスを利用
した電子申請を導入予定。
広報やホームページを通
じて周知していく。

令和６年度阿見町一般会計補正予算（第3号）
令和６年第３回定例会 民生教育常任委員会 ※5

問 �阿見第二小学校のトイレ改修事業について。
答��教室側の 1階・2階・3階の女子児童トイレを洋
式に 2基ずつ増やし、教職員の女子教師用の 1基
と合わせ合計 7基を洋式化するもの。早期竣工の
関係から、安全や授業への支障がないことを確認
の上、平日も施工する。フロアごとに工事を行い
順次引き渡しをしていく。

現在の阿見第二小学校のトイレ

令和６年度阿見町一般会計補正予算（第3号）
令和６年第３回定例会 産業建設常任委員会 ※5

問 �農業基盤整備事業による漏水した農業用水管の維持補修工事については、2,986 万 5千円の工事とな
るが、用水管を使用する阿見土地改良組合の工事負担金が 500万円というのは少ないのではないか。

答��本来は組合の方で直すのが大原則だが、工事費が高額なため組合の財務状況も考慮し、できる限りの負
担金を出してもらうことで協議を行った結果、500万円となった。

問 �土地改良区を脱退して住宅を建
てる場合、地区除外決済金を払
うが、どのようになっているか。

答��土地改良区ではない任意の組合
のため、町としては把握してい
ない。

問 �都市計画道路寺子・飯倉線整備
事業の工事費 2,781 万 8,000
円の補正内容は。

答��今年度末に、寺子・飯倉線の一
部を暫定形で供用開始する予定
である。その暫定部分の工事費
を計上した。

農業用水管の漏水箇所

問 �地方交付税が 8,555 万円減少した具体的な理由は。
答��町税の収入見込み額が増加したため。普通地方交付税は町税収入見込み額が増えると減少する仕組みと
なっている。

問 �防犯対策事業の 204万 9,000 円の電気使用料は何に対するものか。
答��防犯カメラ（主要交差点 18カ所、地域予算設置 8カ所）と防犯灯 6,316 基の電気料金。電気料が前
年度の約 1.4 倍に高騰し、年間で 204万 9,000 円の不足が見込まれる。

問 �集会施設整備事業補助金 74万 2,000 円の補正について、どこの自治会への補助か。
答��特定の自治会ではなく、突発的な修繕に備えた補正。当初予算で 12カ所の整備事業を予定していたが、
7月までに 5件の緊急修繕があり、今後の台風等による被害に備えて補正予算を計上する。

令和６年度阿見町一般会計補正予算（第3号）
令和６年第３回定例会 総務常任委員会 ※5

ぴったりサービス利用の流れ（出典：マイナポータル）
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　人権擁護委員の推薦につき意見を求めること令 和 ６ 年
第３回定例会

人権擁護委員候補者決まる

令和６年１２月３１日の任期満了に伴い、議会の意見として次の方が人権擁護委員に適任
と決まりました

中島　惠子	（なかじま　けいこ）	 阿見町荒川本郷	 70 歳

掛馬　　忠	（かけうま　ただし）	 阿見町掛馬	 69 歳

　学校現場では、子どもの貧困・いじめ・不登校、教職員の長時間労働や未配
置など、解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障す
るための教材研究や授業準備時間の十分な確保が困難な状況となっている。ゆたかな学びや学校
の働き方改革を実現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不
可欠である。
　小学校の学級編制標準は段階的に 35人に引き下げられているが、今後は中学校での 35人学級
の早期実施が不可欠で、きめ細かい教育のためには、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数
学級の実現が必要である。
　義務教育費国庫負担制度は、国庫負担率が 2分の 1から 3分の 1に引き下げられた。独自財源
により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題
である。子どもたちがどこに住んでいても一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であ
り、国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、ゆたかな子どもの学びを保障するためにも、
国庫負担制度の堅持は不可欠である。
　以上の観点から、政府予算編成において下記の請願事項が実現されるよう、国の関係機関への
意見書提出を請願する。

内容

❶��中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
❷��学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など、
教職員定数改善を推進すること。

❸��教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制
度を堅持すること。

請願事項

本会議

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
令和6年第3回定例会 ※7　

■	請願とは
　国や地方公共団体に意見や要望を述べることを「請願」といいます。
　地方自治法により、町議会に請願する場合は、町議会議員の紹介により請願書を提出しなけ
ればならないとされています。
　提出された請願書は、常任委員会などで審査した上で、本会議で採択・一部採択・不採択の
いずれかを決定し、その結果を請願者に通知します。また、採択された請願については、必要
に応じ、意見書を国の機関などに送ることになります。

■	人権擁護委員とは
　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、地域の皆さん
に人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行ったりする民間の方々です。
　人権擁護委員は無報酬ですが、現在、約 14,000 人が人権擁護委員法に基づき法務大臣から委嘱され、
全国の各市町村に配置されて、積極的な人権擁護活動を行っています。
　法務大臣が人権擁護委員を委嘱するに当たっては、まず、市町村長が人権擁護委員にふさわしい地
域の候補者（人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について深い理解のある人）を選び、
議会の意見を聞いた上で法務局へ推薦します。そして、法務局において弁護士会及び人権擁護委員連
合会に意見を求めて検討した後、法務大臣が委嘱します。

　阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めること令 和 ６ 年
第３回定例会

教育委員決まる

令和６年９月３０日の任期満了に伴い、議会の同意により次の方が教育委員に決まりました

安江　　健	（やすえ　たけし）	 阿見町中央	 60 歳

■	意見書とは
　議会が地方公共団体の機関としての意思を意見としてまとめた文書を「意見書」といいます。
　議会は、地方自治法第 99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関する事件につき、国
会または関係行政庁に意見書を提出することができます。意見書の提出は、議会の議決により
決定されます。
　阿見町議会では、請願に意見書案が添付されていた場合は、請願審査を付託された常任委員
会で請願が採択された後で、請願者からの意見書案に基づき、案文の字句や提出先等の加除修
正を含め、常任委員会で審議します。審議の結果、意見書案が採択された場合は、常任委員会
委員長から本会議に提出し、議会全体で意見書案の審議を行います。

町道路線の認定
令和６年第３回定例会 産業建設常任委員会 ※6

問 �どのような経緯により、県から町へ移
管されるのか。

答��国道 125 号バイパスの町内における
４車線化が全て完了したことに伴い、
国道 125 号の一部、土浦三高下から
阿見坂下までの移管を受ける。

問 �花室川にかかっている橋の管理はどの
ようになるのか。

答��橋梁も道路の一部になるので、全部含
めて町の管理となる。

町に移管される国道 125 号の一部の位置図

02あみ議会だより　第 182号　令和 6年 11月 8日発行 89
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産業建設常任委員会では、採決にあたっ
て賛成討論があった。この賛成討論には、
附帯決議（案）の内容も含まれており、その
ような賛成討論をしているからには、附帯決議として成り立っ
ていないと思うので、附帯決議（案）に反対する。

栗田 敏昌 議員

全員協議会等々で地域の方々、耕作者、
組合の方々としっかり協議をした上での補
正予算計上と説明を受けている。よって今
回の附帯決議の必要はないと判断し、附帯
決議（案）に反対する。

石引 大介 議員

補正予算については、産業建設常任委員
会の委員長が「私たちの委員会では可決を
しましたので委員会に対しご賛同をお願い
します」との発言があり、そのあとに副委
員長が補正予算の附帯決議を提出するというのは信じられな
い。委員会で可決をして、委員長が議員に対して「ご賛同をお
願いします」、この一言は大変重い言葉だと思う。委員会で賛
成をしておいて、ここで附帯決議を出すことが信じられない。
産業建設委員会では現地調査もやり、30 代でやる気のある
農業者にも会ってきたと聞いている。そうであるならば、こ
れからの阿見町の農業をどうしていくのか？ そのような附帯
決議を出してほしかった。今年は令和の米騒動というのもあっ
た。いま米を作っている農業者が安心して米作りができる環
境を整えてやるのが議会の任務ではないかと考える。
そのような意味でこの附帯決議（案）には反対をする。

久保谷 実 議員
町は「用水管は

整備後 60 年を経
過し老朽化が進

み、土圧や振動、衝撃等により破損
した」と推定している。今後、漏水
は管路の他の場所においても発生す
る可能性が高く、延長 2キロメート
ルに及ぶ管路の維持補修計画が必要
になると思われる。
また、受益者の共同施行阿見土地

改良組合からの工事費の一部負担は
取り決めがなく、町も組合も管路維
持補修の計画的な積み立ても行われ
ていない。また、受益者と思われる
下流部耕作者の負担も想定されてい
ないなど公平原則から適当だとは思
えない。
管路の所有は阿見町であり、その

維持補修については受益者の負担も
含めて協定の見直しや計画的な積み
立てなど早急な見直しが必要であ
る。よって附帯決議（案）に賛成する。

海野 隆 議員

問 �先ほど産業建設常任委員会の委員長からは、同様の意見による賛成討論があったと報告があったが、その
賛成討論を踏まえた上で附帯決議にした理由は何か。

答��破損した用水管の補修工事に対し、国、県等からの補助金が受けられない状態となっている。町と組合と
の協定書も見たが、管の敷設後 60年以上経っており、またいつ壊れるかわからないという状況である。
その辺をしっかり精査して、きちんと決めてからやっていくのがよろしいかと思うので、今後についての
意見を付けさせていただきたいと思い、附帯決議（案）を提出した。

問 �この用水管の水を利用しているのは、阿見土地改良組合だけではなく、この水は桂川にも入って、若栗地
区土地改良事業や吉原土地改良区の水田にも供給されていると思うが、その辺りの記載がない。附帯決議
の内容を見ると、あたかもこの阿見土地改良組合だけに絞ったようなものとなっているが、附帯決議とし
ては、もう少し盛り込むべきではないか。

答��ご指摘の通り、この用水管の水は上郷地区を通って桂川に流れ込んでいるため、桂川周辺の吉原土地改良
区、鈴木地区、三区地区、それから若栗地区土地改良事業でも水を利用してると聞いている。耕作者の数
が上郷地区だけではなく、大きな範囲に広がるということもあって、議案自体には賛成したが、意見を付
けたいということで附帯決議（案）を提出した。もう少し盛り込むべきかどうかについては、人それぞれ主
観があるかと思うので、採決によって判断していただければと思う。

■賛否が分かれた議案等

議案名
議
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対

令和６年度阿見町一般会計補正予算
（第３号）に対する附帯決議について
※8 P11 参照

否決
5

× × × × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × ×
12

補正予算で計上された 3,986 万 5千円（阿見土地改良組合が管理する用水管の漏水補修工事費）については、管の所有者が
阿見町であり、緊急性・公益性の観点や耕作者もいることから支出は理解するが、敷設後 60年を超える管を継続利用するこ
とへの妥当性や方向性が明確に示されておらず、将来的に多額の財政負担を町に生じさせる恐れがあり、また町内の他の水
利組合との公平性・公正性・整合性も十分に考慮した上で支出されなければならないことから、今後はこれらに十分配慮し
た支出とすることを強く求めるとする附帯決議を行うもの。
※議長（野口雅弘議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「〇」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

　令和６年度阿見町一般会計補正予算（第３号）に対する附帯決議令和６年第３回定例会
本 会 議（ ５ 日 目 ）

質 疑

 動議！ その補正予算、ちょっと待った！ 

■	動議とは
　一定のことがらを議題として取り上げることを議員から議会に（または委員から委員会に）対して
求める提議のことを「動議」といいます。
　文書による案を備えるもの（条例や予算の修正案、意見書案、決議案など）と、口頭によるもの（緊
急質問、委員会付託省略、質疑・討論の終結、日程変更、日程追加、休憩など）があります。
　動議が成立するためには、阿見町議会では、提案者のほかに１人以上の賛成者が必要となります。

■	附帯決議とは
　議会（又は委員会）の審議対象となる事件の議決に当たって、その事件に付随的に付けられる意見
または要望のことを「附帯決議」といいます。
　附帯決議は、議会の議決により決定されるもので、議会全体の意見または要望として、これを尊重
する政治的・道義的な責務が生じますが、法的な拘束力を持つものではありません。

討 論

令和６年度阿見町一般会計補正予算（第３号）に対する附帯決議
令和6年第3回定例会 本会議（５日目） ※8
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

12 人の議員
　　　町政を問う！

一般質問は、議員が町政全般に対して現状の確認や方針を問うものです。
掲載している内容は、質問者の確認のもと要約し、議会だより編集委員会が
校正したものを掲載しています。

一 般 質 問

動 画
視 聴

議 会
傍 聴
議会の傍聴を希望される方は、会議の当日に�
役場 3 階議会事務局までお越しください。
1傍聴受付証の交付を受けてください
2傍聴受付証は先着順にお渡しします
3傍聴席数は次の通りです
　本会議 30 席・委員会 9 席・全員協議会 7 席

手続きは簡単
ぜひ傍聴してみてください

動 画
視 聴

議 会
傍 聴

議会の様子の録画を下記から公開しています。
【YouTube チャンネル『茨城県阿見町議会』】
※QR コードを読み込んで視聴できます。
※チャンネル登録をすると、動画が
　配信された時に通知が届くように
　できるなど視聴しやすくなります。

動画でご覧いただけます

Ｑ-

Ｕ
テ
ス
ト
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

問�

学
校
で
の
児
童
生
徒
の
問
題
は
、
い

じ
め
の
み
な
ら
ず
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

虐
待
、
貧
困
な
ど
多
様
化
し
、
い
じ
め

発
見
の
き
っ
か
け
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
学
校
の
取
組
み
に
よ
る
発
見
が
約

半
数
を
占
め
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

心
理
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
調
査
は
、
早

期
発
見
に
極
め
て
有
効
で
あ
り
、
学
級

運
営
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

町
教
育
委
員
会
と
し
て
Ｑ
‒
Ｕ
テ
ス
ト

実
施
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答�

Ｑ
‒
Ｕ
テ
ス
ト
は
、
学
校
生
活
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
満
足
度
や
友
人
関
係
に

つ
い
て
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
不
登
校
や
い
じ
め
の
予
防

と
い
う
対
策
に
つ
な
が
る
心
理
テ
ス
ト
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
も
、
中
学
校
を
中
心
と
し
て
実
施
し

て
い
た
経
緯
は
あ
る
が
、
現
在
実
施
し

て
い
る
の
は
阿
見
中
学
校
1
校
で
あ
る
。

問�

現
在
も
実
施
し
て
い
る
、
阿
見
中
学

校
で
の
テ
ス
ト
結
果
の
活
用
・
効
果
は

ど
う
か
。

答�

テ
ス
ト
結
果
を
、
学
校
生
活
に
お
け

る
生
徒
個
々
の
満
足
感
や
意
欲
の
把
握
、

学
級
経
営
を
改
善
す
る
た
め
の
指
針
に

活
用
し
て
い
る
。
経
験
年
数
の
少
な
い

教
職
員
も
増
え
て
い
る
の
で
、
学
級
経

営
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問�

有
料
版
の
テ
ス
ト
は
、
学
校
規
模
に

よ
っ
て
出
来
る
と
こ
ろ
と
、
や
り
た
い

け
ど
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
保
護

者
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
と
な
る
が
、
教

職
員
に
と
っ
て
見
え
な
い
部
分
を
見
る
、

非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
う
の
で

阿
見
町
と
し
て
キ
チ
ッ
と
予
算
を
と
り
、

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

答�

学
校
現
場
、教
職
員
の
声
を
聞
き
な
が

ら
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
野 

好
央 

議
員

▲

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

問�

当
町
に
お
け
る
最
大
震
度
の
想
定
と

対
策
は
。

答�

県
が
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
地
震

被
害
想
定
に
よ
り
、
最
大
予
測
震
度
６

弱
を
想
定
し
て
、
地
域
防
災
計
画
な
ど

を
策
定
し
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。

	　
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
公
共
施
設
や
水
道
設
備

の
耐
震
化
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
実
施
、
防
災
備
蓄
食
料
や
資
機
材
整

備
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

	　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
訓
練
や
避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
町
職

員
が
円
滑
に
初
動
対
応
が
で
き
る
よ
う

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問�

町
の
災
害
発
生
時
の
ト
イ
レ
対
策
に

お
け
る
現
状
と
対
策
は
。

答�

県
の
地
震
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
町

で
震
度
６
弱
以
上
の
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
電
気
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
の

９
割
が
断
絶
し
、
復
旧
ま
で
、
電
気
は

３
日
間
、
下
水
道
は
１
週
間
、
上
水
道

や
都
市
ガ
ス
は
１
か
月
を
要
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

	　
そ
の
た
め
、発
災
直
後
は
主
に
簡
易
ト

イ
レ
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

町
で
は
す
べ
て
の
指
定
避
難
所
19
か
所

に
簡
易
ト
イ
レ
を
1
4
3
基
、
便べ

ん

袋ぶ
く
ろを

2
万
6
千
2
百
回
分
備
蓄
し
て
い
る
。

今
後
も
段
階
的
な
購
入
を
進
め
て
い
く
。

	　

ま
た
、
曙
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、
下

水
道
排
水
管
の
上
に
簡
易
ト
イ
レ
を
乗

せ
て
使
用
で
き
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

衛
生
的
な
ト
イ
レ
環
境
の
提
供
を
行
っ

て
い
く
。

佐
々
木 

芳
江 

議
員

図
書
館
に
長な

が

久く

保ぼ

赤せ
き

水す
い

コ
ー
ナ
ー
を

問�

長
久
保
赤
水
は
、
高
萩
市
出
身
の
江

戸
時
代
の
地
理
学
者
で
、
日
本
で
初
め

て
日
本
全
図
を
作
成
し
た
人
物
。
高
萩

市
に
は
記
念
館
が
あ
り
、
高
萩
駅
前
に

は
銅
像
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。
長
久
保

赤
水
の
関
係
資
料
は
、
平
成
29
年
に
茨

城
県
の
有
形
文
化
財
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
令
和
２
年
に
は
地
図
や
資
料
群
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
近
年
評
価
が
上
が
っ
て
い
る
。
茨

城
県
出
身
の
偉
人
を
広
く
知
ら
せ
る
た

め
、町
立
図
書
館
に
も
長
久
保
赤
水
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答�

長
久
保
赤
水
顕け
ん
し
ょ
う
か
い

彰
会
と
い
う
団
体
が
、

長
久
保
赤
水
の
調
査
研
究
や
高
萩
市
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
な
ど
を
制
作

し
て
地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
町
で
は
、
長
久
保
赤
水

顕
彰
会
か
ら
14
冊
の
図
書
の
寄
贈
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
他
、
図
書
館
で
購
入

し
た
図
書
等
も
合
わ
せ
、
長
久
保
赤
水

関
係
の
資
料
は
全
部
で
21
冊
所
蔵
し
て

い
る
。
寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
、
郷
土
に

関
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
誰
で
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
今
後
、
期

間
を
定
め
て
茨
城
県
の
偉
人
と
し
て
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
見
出
し
を
付
け
て
他
の
書
籍

と
区
別
し
た
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。

細
田 

正
幸 

議
員

▲長久保赤水の関係書籍 ▲
▲▲マンホールトイレ

▲ Q-U テスト

02あみ議会だより　第 182号　令和 6年 11月 8日発行 1213

https://www.youtube.com/channel/UC2VOkeZxOQrLcTBKWyRMxSQ
https://www.youtube.com/watch?v=StNKGaWr4YU
https://www.youtube.com/watch?v=V9fxIYkkVyA
https://www.youtube.com/watch?v=H9zbr_TmlW4
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冷
房
の
な
い
小
中
学
校

体
育
館
等
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

問�

小
中
学
校
体
育
館
等
の
夏
場
の
使
用

環
境
は
。

答�

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、
大
型
扇
風
機

を
導
入
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
数
値
が
高
い
場
合
運
動
は
中
止
と
し

て
い
る
。

問�

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

暑
さ
対
策
は
。

答�

既
存
の
設
備
を
活
用
し
、
不
足
分
は

災
害
協
定
締
結
先
に
協
力
い
た
だ
く
。

問�

非
常
時
に
必
要
な
設
備
の
台
数
は
決

ま
っ
て
い
る
か
。

答�

災
害
規
模
、
避
難
所
数
に
よ
っ
て
変

わ
る
の
で
決
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

さ
ら
に
設
備
の
拡
充
や
協
定
締
結
先
の

検
討
を
行
う
。

問�

小
中
学
校
体
育
館
等
の
広
さ
に
合
わ

せ
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
の
台
数
を
配

置
し
て
は
ど
う
か
。

答�

既
在
す
る
設
備
で
は
効
果
が
薄
い
と

い
う
声
も
あ
る
。
状
況
に
合
わ
せ
必
要

な
台
数
を
検
討
し
、
さ
ら
に
国
や
県
の

助
成
制
度
の
活
用
も
視
野
に
本
格
的
な

冷
暖
房
設
備
導
入
も
検
討
し
て
い
く
。

	

自
治
体
導
入
増
が
見
込
ま
れ
る

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

問�

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
有
用
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答�

能
登
半
島
地
震
で
も
役
立
っ
た
と

伺
っ
て
お
り
、
清
潔
で
衛
生
的
な
環
境

を
提
供
出
来
る
と
考
え
る
。
平
時
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
使
え
、
当
町
の
安
心
安
全

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

問�

今
後
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
助

け
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
の
考
え
は
。

答�

導
入
の
際
は
検
討
す
る
が
、
費
用
対

効
果
等
の
多
く
の
検
討
点
が
あ
る
。
他

市
町
村
の
事
例
を
調
査・研
究
し
て
い
く
。

小
川 
秀
和 

議
員

自
然
災
害
に
よ
る

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

問�

視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
の
耳

で
聞
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
導
入
は
。

答�

町
民
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
県
に

働
き
か
け
て
い
く
。

問�

避
難
路
に
も
な
る
私
道
の
整
備
に
関

す
る
救
済
措
置
と
は
。

答�

私
道
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
基
準

を
満
た
し
た
場
合
、
未
舗
装
で
も
寄
付

を
受
け
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

問�

女
性
防
災
担
当
職
員
の
増
員
を
。

答�

現
在
１
名
。
女
性
の
視
点
を
活
か
す

た
め
今
後
も
登
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

	

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て

問�

学
校
施
設
の
調
査
点
検
は
。

答�

有
資
格
者
に
よ
り
３
年
ご
と
に
実
施
。

平
時
は
教
職
員
で
の
見
回
り
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

問�
児
童
生
徒
の
防
災
意
識
啓
発
と
訓
練

は
。

答�

年
４
回
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
一
体
と
な
り
訓
練
の
充
実
を
図
り

た
い
。

保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を

問�

保
育
か
ら
学
校
入
学
へ
と
ス
ム
ー
ズ

に
つ
な
げ
る
た
め
の
連
携
を
図
る
保
育

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
。

答�

学
校
と
の
連
携
に
は
非
常
に
効
果
的
と

考
え
て
お
り
、
そ
れ
も
含
め
て
、
ど
の
よ

う
な
体
制
が
有
効
か
他
市
町
村
の
取
り

組
み
な
ど
も
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問�

就
学
に
不
安
の
あ
る
お
子
様
と
保
護

者
の
た
め
の
就
学
前
相
談
に
つ
い
て
。

答�

今
年
度
初
め
て
開
催
し
た
。

	　
次
年
度
以
降
は
保
健
福
祉
部
門
と
連

携
し
、
幅
広
く
案
内
し
て
更
な
る
内
容

の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
就
学
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

紙
井 

和
美 

議
員

▲トイレトレーラー（提供：富士市）

▲就学相談会（リーフレット）

 

 

 

 

  お子さんの就学に関し、疑問や不安をおもちの保護者を対象に 
開催します。 

 
 

 

 

 

 

 

 
申込方法 Google フォームまたは、お電話でも承ります。 

（下記 URLまたは、QRコードよりアクセスの上、お申し込みください。） 
※会場の都合上、保護者２名までの参加でお願いいたします。 

https://forms.gle/Qbfonj2icxBfiGmZ8 
 
 
 
 
 
申込締切 ８月 19 日（月） 
 

主催 阿見町教育委員会（指導室） お問い合わせ ����� 029-888-0220 

 
阿見町就学学習会のお知らせ 

令和６年８月 27 日（火） 
開始 午前 10 時～午前 11 時半 

（受付９：４０～）      
 

 

会場 阿見町図書館２階 視聴覚室 
阿見町若栗 1838-24  

 
内容 阿見町教育委員会より就学に関する相談について、町

内の小学校の特別支援教育や美浦特別支援学校の現況。
また現在、特別支援教育を受けている児童の保護者によ
る体験談などをお話していただきます。 

※全体会終了後、希望される方は個別の就学相談を承ります。 
（希望者多数の場合は、後日改めて日程を調整させていただきます。） 

 

 

 

 

町
図
書
館 

 

 

▲
▲

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問�

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
想
定
さ
れ
る
中
、

町
の
防
災
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
）
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答�

令
和
７
年
度
に
防
災
情
報
の
発
信
を

強
化
す
る
目
的
で
、
防
災
ア
プ
リ
の
導

入
を
検
討
す
る
。

問�

業
務
効
率
化
の
た
め
、
生
成
A
I
、

C
h
a
t
G
P
T
を
役
場
内
で
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

答�

C
h
a
t
G
P
T
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
の

利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
適
切

な
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も

積
極
的
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

孤
独
に
つ
い
て

問�

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
が
本
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
町
の
施
策
は
。

答�

孤
独
や
孤
立
に
悩
む
住
民
へ
の
相
談

支
援
体
制
の
充
実
、
見
守
り
や
交
流
の

場
の
確
保
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

問�

孤
独
死
へ
の
取
り
組
み
は
。

答�

当
町
で
孤
独
死
と
想
定
さ
れ
る
人
数

は
、
令
和
５
年
度
に
６
人
。
民
生
委
員

な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

	

心
を
豊
か
に
す
る
読
書

意
欲
の
向
上
に
つ
い
て

問�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の

状
況
と
課
題
は
。

答�

小
学
校
で
年
間
50
冊
以
上
、中
学
校
で

年
間
30
冊
以
上
の
本
を
読
む
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。
課
題
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
り
読
書
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

問�

大
人
の
読
書
通
帳
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答�

読
書
記
録
帳
は
、
小
中
学
校
の
全
児

童
生
徒
に
配
布
し
て
い
る
。
大
人
の
読

書
記
録
帳
は
、
今
後
実
施
す
る
方
向
で

前
向
き
に

検
討
し
て

い
く
。

武
井 

浩 

議
員

行
政
区
の
加
入
状
況

問�

定
住
世
帯
の
行
政
区
へ
の
加
入
率
と

推
移
は
。

答�

令
和
５
年
10
月
時
点
で
73
・
4
％
。

こ
の
10
年
で
見
る
と
、
加
入
率
は
10
％

程
度
減
少
し
て
い
る
。

問�

今
後
の
加
入
率
の
目
標
値
は
あ
る
か
。

答�

全
国
的
に
加
入
率
が
下
降
傾
向
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
加
入
率
は
維
持
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
い
。

問�

行
政
区
ご
と
に
地
区
防
災
計
画
を
作

成
し
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

答�

行
政
区
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
紙
媒

体
に
て
各
世
帯
で
確
認
可
能
で
あ
る
。

問�

行
政
区
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど
で

一
括
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら

な
い
か
。

答�

今
後
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
留
意

し
つ
つ
、
地
区
の
協
力
を
得
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

	

町
内
相
撲
ク
ラ
ブ
の

設
立
に
つ
い
て

問�

阿
見
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
新
し
い
種
目

と
し
て
相
撲
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

答�

活
動
実
績
等
を
残
し
、
理
事
会
の
承

認
を
得
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

問�

相
撲
は
身
に
つ
け
る
道
具
は
廻
し
の

み
。
土
俵
が
あ
れ
ば
競
技
が
で
き
る
。

旧
小
学
校
跡
地
な
ど
を
改
造
し
て
土
俵

を
作
る
こ
と
は
可
能
か
。

答�

町
内
に
お
け
る
競
技
人
口
や
活
動
団

体
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

前
田 

一
輝 

議
員

▲
▲

▲ちびっこ相撲大会で設置した土俵

▲読書記録帳

02あみ議会だより　第 182号　令和 6年 11月 8日発行 1415

https://www.youtube.com/watch?v=G6VSvwvqg84
https://www.youtube.com/watch?v=HWVOXCiO5UI
https://www.youtube.com/watch?v=I3GqX0B00hk
https://www.youtube.com/watch?v=7yYktqfolKg


議
員
活
動
報
告

議
会
日
誌

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
審
査
報
告

一

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

決
算
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

町
民
の
安
全
は
守
ら
れ
て
い
る
か

問�

救
急
車
の
有
料
化
を
茨
城
県
で
初
め

て
実
施
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

答�

茨
城
県
は
救
急
車
の
適
正
利
用
を
促

す
た
め
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
緊

急
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
病

院
が
患
者
か
ら
7
，7
0
0
円
以
上
を
徴

収
す
る
制
度
を
今
年
12
月
か
ら
始
め
る

方
針
。

問�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
推
進
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

条
例
化
は
し
て
い
な
い
が
、
関
係
機

関
と
と
も
に
啓
発
活
動
を
行
い
着
用
の

普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問�

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答�

自
転
車
通
学
の
生
徒
に
は
、
一
人
当

た
り
1
，0
5
0
円
を
補
助
し
て
い
る
。

問�

阿
見
町
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

答�

平
成
20
年
が
7
1
5
件
、
平
成
25
年

が
6
9
0
件
、平
成
30
年
が
4
2
6
件
、

令
和
5
年
が
3
4
4
件
と
な
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
制
限
解
除
後
は

増
加
傾
向
。

問�

阿
見
町
で
も
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を

目
的
と
し
て
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答�

全
国
的
に
支
援
の
た
め
の
条
例
を
制

定
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�
見
舞
金
・
貸
付
金
制
度
を
導
入
し
て

い
る
か
。

答�

見
舞
金
等
に
つ
い
て
も
、
条
例
で
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

栗
原 
宜
行 

議
員

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
推
進
に
つ
い
て

問�

道
路
交
通
法
の
改
正
前
と
改
正
後
の

主
な
変
更
点
は
。

答�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
、
自
転
車
に

乗
る
全
て
の
人
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

問�

町
内
で
発
生
し
た
自
転
車
が
関
係
し

た
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
。

答�

令
和
３
年
が
11
件
、
令
和
４
年
が
24

件
、
令
和
５
年
が
18
件
。

問�

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
推

進
す
る
た
め
に
購
入
費
の
補
助
を
行
う

の
は
い
か
が
か
。

答�

先
行
市
区
町
村
の
成
果
な
ど
を
勘
案

し
、実
施
の
方
向
で
前
向
き
に
検
討
す
る
。

	

阿
見
町
総
合
運
動
公
園
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

問�

今
後
予
定
し
て
い
る
環
境
整
備
に
向

け
た
工
事
は
。

答�
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
屋
根
・
外
壁
、
野

球
場
ス
タ
ン
ド
外
壁
防
水
の
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

	　

ま
た
、
野
球
場
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
改

修
工
事
も
来
年
度
以
降
、
実
施
予
定
。

問�

日
々
の
点
検
、修
繕
の
実
施
に
つ
い
て
。

答�

現
場
管
理
に
つ
い
て
は
委
託
業
者
が

い
る
の
で
日
々
目
視
に
よ
る
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

	　

修
繕
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

と
優
先
順
位
を
協
議
し
計
画
的
に
対
応

し
て
い
る
。

問�

B
球
場
の
排
水
整
備
は
。

答�

集
水
浸
透
桝
を
設
置
し
、
側
溝
清
掃

を
行
い
改
善
に
図
っ
て
い
る
。

問�

B
球
場
・
C
球
場
の
散
水
設
備
に
つ

い
て
は
い
か
が
お
考
え
か
。

答�

メ
イ
ン
球
場
に
あ
る
散
水
設
備
を
参

考
に
し
な
が
ら
、B
球
場
・
C
球
場
に
も

ど
の
よ
う
な
方
法
で
整
備
で
き
る
か
検

討
す
る
。

栗
田 

敏
昌 

議
員

▲
▲

▲現在使用している散水設備

▲第７次総合計画

高
齢
者
買
い
物
支
援（
移
動
ス
ー
パ
ー
）

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問�

交
通
手
段
が
無
く
近
隣
店
舗
も
無
い

地
域
住
民
の
為
の
高
齢
者
買
い
物
支
援

に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
は
。

答�

買
い
物
が
日
常
的
に
困
難
な
高
齢
者
を

事
業
者
と
連
携
し
支
援
す
る
こ
と
で
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

問�

ど
の
よ
う
に
停
留
所
を
決
定
し
て
き

た
か
。

答�

区
長
か
ら
「
移
動
販
売
車
停
留
希
望

書
」
を
町
に
提
出
、
事
業
者
が
現
地
確

認
の
上
、
町
と
協
議
し
決
定
す
る
。

問�

今
後
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
継
続

さ
せ
る
の
か
。

答�

現
在
２
台
体
制
で
販
売
し
て
い
る
が
よ

り
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

販
売
実
績
を
も
と
に
運
行
ル
ー
ト
を
策

定
、
あ
み
メ
ー

ル
や
L
I
N
E

で
の
定
期
的
な

配
信
に
て
周
知

徹
底
し
、
利
便

性
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

問�

67
行
政
区
の
自
主
防
災
組
織
へ
ど
の

よ
う
な
指
導
、
協
力
を
し
て
い
る
の
か
。

答�

「
阿
見
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
協

力
を
得
て
41
地
区
で
地
区
防
災
計
画
を

策
定
済
み
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
強

化
に
努
め
て
い
る
。

問�

訓
練
実
施
と
防
災
物
資
の
保
存
状
況

は
ど
う
か
。

答�

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
昨
年
度
は
11
か
所

に
て
訓
練
実
施
、
今
後
も
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
連
携
し
、
質
の
高
い
訓
練
を

準
備
す
る
。
ま
た
、
防
災
物
資
の
内
容

と
配
置
を
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
し
て
い
る
。

問�

自
主
防
災
組
織
の
長
は
誰
が
適
任
と

考
え
る
か
。

答�

資
格
の
よ
う
な
も
の
は
必
要
な
い
が
、

複
数
年
で
代
表
が
可
能
で
地
域
を
ま
と

め
る
力
が
あ
り
、
防
災
に
関
心
の
あ
る

人
物
が
好
ま
し
い
の
で
、
今
後
、
各
行

政
区
に
働
き
か
け
て
ゆ
く
。

武
藤 

次
男 

議
員

皮
膚
科
診
療
所
の
誘
致

問�

阿
見
町
で
唯一の
皮
膚
科
診
療
所
が
閉

院
し
た
。
皮
膚
疾
患
は
、
幼
児
か
ら
子

ど
も
、
大
人
、
高
齢
者
ま
で
日
常
的
に
罹

患
す
る
病
気
で
閉
院
は
残
念
だ
っ
た
。
皮

膚
科
診
療
所
を
誘
致
す
る
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
町
民
に
必
要
な

診
療
科
の
診
療
所
開
院
に
は
補
助
金
等

を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

う
ず
ら
野
地
区
に
お
い
て
令
和
７
年

４
月
に
皮
膚
科

診
療
所
が
開
業

さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
お

話
を
伺
っ
て
お

り
、
当
面
の
懸

念
は
解
消
さ
れ

る
と
思
う
。

人
事
院
勧
告
に
伴
う
措
置

問�

８
月
に
行
わ
れ
た
人
事
院
勧
告
は
、
初

任
給
を
２
万
円
引
き
上
げ
、
月
額
給
与
の

引
き
上
げ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
0
・
1
か

月
増
の
4
・
6
か
月
に
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
ま
た
、
地
域
手
当
の
見
直
し
も

行
わ
れ
た
。
阿
見
町
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
か
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

も
適
用
さ
れ
る
か
。

答�

阿
見
町
は
非
支
給
地
か
ら
、
５
級
地

４
％
と
な
り
支
給
対
象
地
と
な
っ
た
。

国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
て
支
給
す
る
よ

う
検
討
す
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
に

も
地
域
手
当
を
加
味
し
た
報
酬
単
価
を

設
定
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

問�

地
域
手
当
は
、
同
一
の
生
活
圏
、
経

済
圏
に
属
す
る
地
域
に
支
給
さ
れ
る
。

特
別
交
付
税
の
減
額
は
廃
止
す
る
と
い

う
大
臣
表
明
も
あ
っ
た
。
近
隣
自
治
体

と
同
様
な
地
域
手
当
支
給
率
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答�

特
別
交
付
税
の
減
額
措
置
が
廃
止
さ

れ
た
と
し
て
も
、
現
時
点
で
は
、
あ
く
ま

で
国
の
取
扱
い
に
準
じ
た
支
給
と
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯�

第
7
次
総
合
計
画
（
豊
か
な
文
化
の
継

承
と
文
化
財
の
活
用
）
に
つ
い
て

◯�

防
音・完
全
個
室
の
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
に
つ
い
て

海
野 

隆 

議
員

▲
▲

▲閉院した診療所

▲移動スーパー
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「
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
」
を

通
じ
た
住
民
交
流
の
促
進

問�

長
期
的
な
財
政
支
援
方
針
は
。

答�

必
要
経
費
を
精
査
し
、
補
助
金
交
付

に
よ
る
支
援
を
継
続
す
る
。
物
価
上
昇

や
安
全
対
策
な
ど
時
代
の
変
化
に
応
じ

柔
軟
に
対
応
す
る
。
令
和
4
年
か
ら
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
や
警
備
体
制
拡
充

で
増
額
し
て
い
る
。

問�

補
助
金
交
付
要
綱
の
作
成
予
定
は
。

答�

文
書
作
成
を
検
討
中
で
あ
り
、
支
援

の
透
明
性
や
継
続
性
向
上
を
図
る
。

問�

第
7
次
総
合
計
画
で
の
位
置
づ
け
は
。

答�

「
地
域
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
施
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
多
世
代
交
流
活
発
化
に
よ
る
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
目
指
し
、

ま
つ
り
の
満
足
度
を
指
標
と
し
て
目
標

達
成
を
評
価
す
る
。

問�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法
と
活
用
は
。

答�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
回

答
方
式
を
採
用
し
１
７
７
名
の
協
力
を

得
た
。
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
予
定
で
あ
り
、
次
年
度
の
実
行
委
員

会
で
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す
る
。

問�

実
行
委
員
会
と
町
の
連
携
体
制
は
。

答�

町
長
が
名
誉
会
長
、
議
会
議
長
と
商

工
会
長
が
名
誉
顧
問
を
務
め
る
。
商
工

観
光
課
が
事
務
局
と
な
り
町
職
員
も
実

行
委
員
や
支
援
職
員
と
し
て
参
加
す
る
。

他
市
町
村
の
事
例
も
研
究
し
て
い
る
。

問�

実
行
委
員
の
募
集
方
法
拡
大
は
。

答�
現
在
の
広
報
紙
に
加
え
、
あ
み
メ
ー

ル
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周
知
を
検
討

し
、
多
様
な
住
民
参
加
を
促
進
す
る
。

問�

市
制
施
行
を
目
指
す
中
で
の
ま
つ
り

の
位
置
づ
け
は
。

答�

社
会
環
境
変
化
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
対
応
し
、
交
流
の
貴
重
な
機
会
と
し

て
役
割
を
果
た
す
よ
う
実
行
委
員
会
と

連
携
を
強

化
す
る
。

新
規
転
入

者
へ
の
周

知
に
も
注

力
し
、
ま

ち
の
活
力

創
出
を
目

指
す
。

筧
田 
聡 

議
員

▲▲まい・あみ・まつり 2024

委員会活動 Until October
2024

各議員が専門的な委員会に分かれて、議案や請
願・陳情などの審査、視察や研修を行う各常任
委員会や特別委員会の活動をご報告します。

委員会の仕組みについては下記をご参照ください。
https://www.town.ami.lg.jp/0000000990.html

議員の仕事
は会議だけじ

ゃない！

現場も大事
なんだ！

常任委員会・特別委員会

令和６年８月 25 日 阿見町内

活動テーマ「市制施行をめざした安心・快適なまちづくり」の一環として、二所ノ関部屋を訪問し、
親方との意見交換会を実施した。
二所ノ関親方は、町内の防犯防災活動への協力に前向きな姿勢を示したが、相撲協会への申請や力
士のスケジュール調整が必要と説明。消防訓練や防災訓練への力士の参加も良い取り組みと評価し、
部屋での消防車両展示など独自活動の可能性も示唆した。
災害時の協力体制については、炊き出しや避難所への慰問に協力したい意向が親方からは示された
ものの、相撲協会との調整が必要で慎重な対応が求められるとのこと。町民との交流に関しては、部
屋見学を後援者に限定している現状である一方、子どもたちへの機会提供は積極的に行いたい意向で、
昨年のこどもの日イベントでは町内小学生を招待し、見学と体験の機会を設けたとのことだった。
その他、消防団の認知度向上や青年会議所との連携、相撲土俵の設置や相撲連盟の創設についても
意見が交わされた。親方はアマチュア用土俵設置や県南地域での相撲振興に強い関心を示していた。
今回の訪問で、二所ノ関部屋との連携を通じて、町の防災活動強化や子どもたちへの教育機会提供、
相撲を通じた地域振興の可能性を探ることができた。今後は相撲協会との調整や具体的な連携プラン
策定など、実現に向けた課題に取り組む必要がある。

総務常任委員会
二所ノ関部屋との連携強化

二所ノ関部屋視察の様子

二所ノ関親方との意見交換の様子
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議会報告会についての協議を重ねる中で、当初は令和 7年を予定していた開催時期を早め、令和 6年
11月17日（日）に開催することに決定した。
過去の開催実績を踏まえつつ、新たな試みを行う形で検討を重ね、タイトルは「あみ議会報告会＆交流会
'24」、テーマは「知ろう、語ろう、進めよう!! みんなであみトーク」として、報告会と意見交換会からなる
企画案を策定した。
報告会は、一般の方が普段は入ることができない議場を会場とする。意見交換は、議場前のロビーで行い、
議員と参加者とが円座になって意見交換を行う。
また、より多くの町民参加を促すため、広報あみ
10月号お知らせ版に記事を掲載するほか、わかり
やすい表現と親しみやすいデザインのチラシを作成
し、ホームページや町施設での配布などを行う予
定。今後も効果的な広報手段や当日の運営につい
て検討を重ねていく。

全員協議会で説明を受けた「中郷二丁目地内において発生した農業用水管漏水への対応について」に
関係した補正予算が９月定例会の提出議案に含まれていることを受け、該当する農業用水施設等の視察
を急きょ行った。
廻戸地内の揚水機によって霞ケ浦から取水した水が、農業用水管を通り、かすみ公民館敷地内の調圧
水槽を経て、上郷地内の農地を潤し、桂川に至るまでの過程を視察した。この水は、桂川の水源として
も重要で、下流の鈴木、若栗、吉原の農地においても、桂川から汲み上げることで農業用水として用い
られているという。各農地の農業用水の利用状況についても視察し、また耕作関係者から意見を聴取した。
視察で得た知見は、補正予算の審議において大いに活用された。
また、委員会の活動計画に基づき、町内の上下水道施設を視察した。追原配水場・追原浄水場、阿見
浄水場、上郷配水場、追原中継ポンプ場、小池地区農業集落排水処理施設、筑見区下水道工事個所（マ
ンホールポンプ設置工事）の順に視察を行い、霞ケ浦や地下から取水した水が浄水処理され、配水場を
介して町内に行き渡る過程、また使用された水が町外の下水道処理場へ排水され、あるいは町内の排水
処理施設で処理されるまで
の過程を、様々な施設や設
備・機器類を見ながら視察
することができた。今回の
視察で得た知見は、今後の
委員会活動で活かしていき
たい。

令和６年９月12日・９月26日 阿見町内

広聴広報特別委員会の様子

上下水道施設（阿見浄水場）の視察の様子農業用水施設等（調圧水槽）の視察の様子

議会活動に対する住民の関心と理解を深めることが求められている状況に鑑み、議会広報編集委員等を
対象とした研修に参加した。
研修テーマは、第１部が一般社団法人日本経営協会講師の中本正樹氏による「読まれる議会広報紙の作
り方」、第２部が公益社団法人日本広報協会広報アドバイザーの平本久美子氏による「パッと伝わる広報紙
に！やってはいけないデザイン講座」、第３部が埼玉県寄居町議会議会広報広聴特別委員会委員長の鈴木
詠子氏による「読まれない議会だよりに出す意味なし　聴く・動く
寄居町議会の挑戦」となる３部構成。
第１部では、読まれる広報紙とするため、「読む人の心の変化を設
計しているか」、「読む人側の視点で作っているか」の観点から、ラフ
レイアウトの作成や取材・インタビュー・撮影など、記事の書き方の
重要性についての研修を受けた。
続いて第２部では、デザイン前に必ずターゲットを決めること、パッ
と目にとまるための目立つレイアウトの鉄則、印象が見違える３つ
のデザインルールについての研修を受けた。
最後に第３部では、日本一クオリティの高い議会だよりを目指し
て編集していることや、多くの町民の登場を心掛け、必ず議会と町
民それぞれの視点を掲載する方針のもと編集を行っていることが
紹介された。議員自ら編集・取材する広聴活動こそが、議員の本来す
るべき活動なのだということや、二元代表制の一翼を担う議会とし
て、町民の声を聴くという、言わば当たり前の行動の積み重ねが、結
果的に議会の広聴機能を強化することになり、私たち議員の聴くチ
カラを鍛える機会となったという貴重な事例を聴くことができた。
これらの研修を、これからの議会だより編集に活かしていきたい。

産業建設常任委員会
農業用水施設・上下水道関係施設の視察

議会だより編集委員会
令和６年度　町村議会広報研修会

広聴広報特別委員会
議会報告会の企画案を策定

令和６年９月 25 日 ニッショーホール（東京都港区）

会場内の様子

議会だより編集委員会委員

令和６年８月９日・８月20日 日立市・栃木県小山市

日立市の学校給食無償化及び学用品無償化は、人口減少を背景として「子どもたちの成長をまち全体
で応援するため、妊娠・出産期から子どもの成長に合わせた切れ目のないさまざまな支援」の一環。
給食費無償化は、平成 30年度に月額 500円の独自助成から始まり、令和２年度から令和４年度までは、
新型コロナウイルス対応の地方創生臨時交付金を活用して断続的
に無償化を実施。令和５年度からは恒常的無償化を実施した。令
和５年度の児童生徒数は 1万 525人。無償化に係る費用は約５億
円で、財源の大半は「ふるさと寄附金（ふるさと納税）」。令和５
年度の日立市のふるさと寄附金は 22億 2,293 万円で、茨城県内
では第４位となっている。
小山市の学校給食の有機農産物活用は、「有機農業産地づくり推
進の取組」と「学校給食の地産地消の取組」の連携によるもの。
有機農業産地づくり推進としては、個人農家や団体、JA等で構
成する小山市有機農業推進協議会を設立し、技術指導や現地指導、
研修会を実施している。学校給食の地産地消としては、学校給食
のお米は 100％小山市産、牛乳は 100％栃木県産で、給食全体で
は小山市産と栃木県産の食材使用率が 78.7％となっている。さら
なる有機野菜への移行のため、今年度はじゃがいも、玉ねぎ、に
んじんで試験導入をした。安定供給や価格面に課題はあるが、ア
ンケートの結果、学校給食への有機野菜の導入は食育にもつなが
り、保護者からも要望があることがわかった。

民生教育常任委員会
給食費無償化、学校給食の有機農産物活用について視察

小山市の視察の様子（議会議場）

日立市の視察の様子

広聴広報特別委員会からのお知らせ
記事のとおり、議会報告会を令和6年11月17日（日）
に開催します。開催時期が早まったため、お手元に議
会だより『あみ～る』が届くのが間に合わなかった場合
はご容赦ください。
なお、お手元に届いたのが開催日前で、参加人数に
余裕があれば、当日参加も可能です。参加を希望され
る方は、議会事務局までお問い合わせください。
電　話：029-888-1111（内線 331）
メール：gikaijimukyoku-ofc@town.ami.lg.jp

議会報告会の詳細はこちらからご覧ください。
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議会日誌議会日誌

令和6年  
　 7 月～ 10 月の 議 会 日 誌

議会活動 Until October
2024

議会が一丸となって二元代表制の一翼を担うべ
く、町政運営の調査・監視及び評価を行い、政策
の立案・提言を行っています。
議会改革が進み、マニフェスト大賞での優秀躍
進賞の受賞など成果が出てきたことから、議会
改革の視察受け入れが増えています。

進・議・帯　 進め議会！

連帯 ・ 連携！

福井県あわら市議会から議会運営委員会の委員 6 名と議長、事務局１名の合計 8 名が来庁され、阿見町議
会の議会改革の取り組みについて視察された。
当議会からは議長、副議長、議会運営委員会の久保谷充委員長、議会改革等調査研究特別委員会で委員長・

副委員長を務めていた吉田議員・
紙井議員が出席し、議会モニター
制度や議会報告会・意見交換会
の取組みを紹介した。
その後の質疑応答では、議会

報告会の運営やオンライン委員
会の開催について質問をいただ
いたが、特に議会モニター制度
について多くの質問をいただき、
それら質問に対する回答を通じ
て、それぞれの議会における実
情を交えた意見交換が行われ、
充実した研修となった。

宮城県色
しかまちょう
麻町議会から議会広報常任委員会の委員 4名と議長、事務局 2名の合計 7名が来庁され、町村議会

広報全国コンクールにおける「奨励賞　企画・構成部門」の受賞を踏まえたあみ議会だより『あみ～る』の編集
について視察された。
当議会からは議長、議会だより編集委員会の石引委員長、栗田副委員長が出席し、令和 3年の全面リニューアル

後に行われた改善の内容や経緯、議会だよりの編集体制、議会モニターからの意見を反映した改善の取組、議会モ
ニター制度の概要などを紹介した。
その後の質疑応答では、主に議

会だよりのリニューアルについて
様々な質問をいただき、阿見町議
会からは、様々な取り組みは「で
きるだけたくさんの町民の方に、
実際に手に取って読んでもらう」、
「読んだときに読みやすくする」こ
とを目指したものである旨を回答
するなど、質疑と応答を通じてそ
れぞれの議会についての意見交換
が行われ、充実した研修となった。

令和６年10月11日 阿見町役場福井県あわら市議会が来庁

令和６年10月16日 阿見町役場宮城県色
しかまちょう
麻町議会が来庁

色麻町議会の皆さま

7月

11 ～
12日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会視察研修

16日 第 4回臨時会本会議
16日 予算決算特別委員会
16日 産業建設常任委員会
16日 民生教育常任委員会
22日 広聴広報特別委員会

8月

5 日 広聴広報特別委員会
6日 全員協議会
6日 予算決算特別委員会
6日 総務常任委員会
6日 産業建設常任委員会
8日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会研修
9日 民生教育常任委員会所管事務調査（日立市）
9日 民生教育常任委員会　
20日 民生教育常任委員会所管事務調査（栃木県小山市）
25日 総務常任委員会視察（町内）
26日 広聴広報特別委員会
27日 茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会

9月

2 日 議会運営委員会
2日 民生教育常任委員会
3日 全員協議会
3日 予算決算特別委員会
3日 産業建設常任委員会
10日 第 3回定例会本会議
10日 民生教育常任委員会

11日 第 3回定例会本会議（一般質問）

12日 第 3回定例会本会議（一般質問）

12日 産業建設常任委員会視察（町内）

13日 第 3回定例会本会議（一般質問）

13日 広聴広報特別委員会

17日 総務常任委員会

17日 民生教育常任委員会

18日 産業建設常任委員会

19日 予算決算特別委員会（総務所管）

20日 予算決算特別委員会（民生教育所管）

24日 予算決算特別委員会（産業建設所管）

24日 予算決算特別委員会

25日 町村議会広報研修会

26日 産業建設常任委員会視察（町内）

10月

1 日 第 3回定例会本会議

1日 議会運営委員会

1日 全員協議会

2日 広聴広報特別委員会

7日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会

8日 牛久市・阿見町斎場組合議会第 2回定例会

11日 福井県あわら市議会視察受け入れ

11日 議会だより編集委員会

15日 全員協議会

15日 予算決算特別委員会

16日 宮城県色麻町議会視察受け入れ

17日 龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会

21日 議会だより編集委員会

あわら市議会の皆さま

地方自治体の議会、首長、市民等による、地域の民主主義向上に資する優れた取り組みを募集し、表彰
する『マニフェスト大賞』において、これまでの阿見町議会の取り組みが、今年度の応募総数 3,012 件
の中からエリア選抜 105件に選ばれました。成果としては、議員研修による資質向上、議会災害対応規
程の制定、オンライン会議の体制づくり、意見交換・議会モニター制度導入による住民参加の推進などが
ありました。

『第19回マニフェスト大賞』で !!

阿見町議会の『議会改革アドバイザー制度』の取り組みが「エリア選抜」に選ばれました！
4 年 連 続
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次回定例会

12 月 3 日（火）

本会議、議会運営委
員会、常任委員会、特
別委員会、全員協議会
は傍聴できます。
本会議は役場１階ロ

ビーのテレビでもご覧
いただけます。

編 集 後 記
この度、議会だより編集委員会副委員長を務める事に
なりました。委員長はじめ全委員で力を合わせて、議会
だより『あみ～る』が町民の皆様に、手に取って読んで
いただけるよう取り組んでまいります。
町民の代表として二元代表制の一翼を担う「議会」こ
そが、住民自治の最先端で活動すべきと考えます。引き
続き皆様におかれましては、ご理解ご協力の程よろしくお
願い致します。
お鍋が美味しい時期になってきました。寒さが続きます
ので、お身体にお気をつけてお過ごし下さい。
� 栗田敏昌

【委員長】
石　引　大　介

【副委員長】
栗　田　敏　昌

【委　員】
落　合　　　剛
武　藤　次　男
武　井　　　浩
筧　田　　　聡

議 会 だ よ り
編 集 委 員 会

　
今
回
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
い
ろ
ど
り
」

さ
ん
を
訪
れ
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

  

あ
な
た
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
伺
い
ま
す
。

��

娘
の
特
別
支
援
学
校
卒
業
を
き
っ
か
け
に
障
害

者
の
通
所
施
設
を
立
ち
上
げ
、
今
年
で
４
年
目

に
な
り
ま
す
。
主
に
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

	
�

そ
の
前
ま
で
は
一
般
企
業
に
勤
務
し
て
お
り
、

当
時
の
事
務
職
や
趣
味
の
手
芸
、
音
楽
を
生
か

し
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

議
会
に
対
し
て
関
心
、
思
い
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

��

町
議
会
選
挙
の
時
に
も
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、

上
手
く
話
せ
な
い
、
書
け
な
い
障
害
者
が
ど
う

や
っ
て
投
票
で
き
る
の
か
？
選
挙
管
理
委
員
会

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
メ
モ
を
持
っ
て
き
て
も

良
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ

な
ら
と
、
練
習
し
て
持
た
せ
て
み
よ
う
と
足
を

運
び
ま
し
た
。
担
当
の
方
が
付
添
い
を
し
て
く

れ
て
投
票
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
手
段
を

知
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
支
援
の
方
が
投
票
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
方
も
数
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
阿
見
町

内
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
お
持
ち
の
方
が
い

ま
す
。
ど
う
か
一
人
一
人
に
目
を
向
け
て
頂
き

た
い
で
す
。

 

町
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

��

障
害
者
の
方
々
の
就
労
場
所
を
広
げ
て
欲
し
い

で
す
。
現
在
、
当
事
業
所
で
も
自
社
制
作
品
の

販
売
に
阿
見
町
役
場
内
に
無
人
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
た
り
、
役
場
の
お
昼
休
み
に
販
売
に
出
向
い

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
常
時
そ
の
よ
う
な
場
所
が

あ
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
近
隣
市
町
村
に

は
庁
舎
内
に
障
害
者
の
方
が
販
売
員
を
し
て
い

る
売
店
が
あ
り
羨
ま
し
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

今
後
、
阿
見
町
は
将
来
ど
う
な
っ
て
欲
し
い
で

す
か
？

��

高
齢
者
の
増
加
や
『
８
０
５
０
問
題
』
も
あ
り

ま
す
が
、
障
害
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
各
々

が
サ
ー
ビ
ス
（
高
齢
者
の
介
護
保
険
や
障
害
者

福
祉
）
を
充
実
さ
せ
て
い
く
事
も
重
要
で
す
。

２
０
１
８
年
よ
り
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
様
に
感

じ
ま
す
。
様
々
な
分
野
が
共
存
し
た
社
会
に
な

る
様
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
で
す
。

  

最
後
に
一
言

��

私
の
祖
母
が
今
年
で
１
０
３
歳
で
す
。
ま
だ
私

は
半
分
の
人
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一

で
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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